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1. はじめに 
今日，企業の経営活動は情報システムなくしては遂行

できない状況となっている．一方，業務環境の変化速度

の増大や IT システムの複雑化により，システム導入後

の実業務と IT システムの乖離が大きくなっていくことが

問題となっている．そこで，IT システムを変化の激しい

業務環境へ追随させるための技術として BPM 
(Business Process Management)，BAM (Business 
Activity Monitoring)といった技術が注目されている

([1]-[4])．特に，業務システムを監視し業務の分析を

行う BAM への関心が大きく，様々な BAM システ

ムが提案されている([5])． 
本稿では，BAM システムにおいて，監視の対象となる

業務システムが，ビジネスプロセス情報を出力しない場

合に，他の業務システムのビジネスイベント（以降，イベ

ントと表記）からビジネスプロセス情報を自動で抽出し，

補完を行う業務情報補完方式を提案する．ここでビジネ

スプロセス情報とは，業務分析において業務情報のうち

情報間の関係付けを行うために必要となる業務（プロセ

ス），処理（タスク）を特定するための情報を指すものと

する．本方式により，ＢＡＭシステムの適用範囲を拡大

することが可能となる． 
2. 背景 
2.1. BAM システムの構成・動作 

図 1 BAM システムの構成 
図 1に従来の BAM システムの構成を示す．

BAM システムは，図 1に示すように監視対象の業

務システム・BAM サーバ計算機・クライアントか

ら構成される． 
 
 
 
 
 
 

BAM システムは，図 2に示すように監視対象シ

ステムで発生したイベント中のビジネスプロセス

情報からビジネスプロセスモデルを元に業務の実

行時情報であるビジネスプロセスインスタンスを

構築する．このビジネスプロセスインスタンスを

参照することで，業務分析や業務情報の通知を行

うことが可能となる． 

図 2 ビジネスプロセスインスタンスの構築 
BAM システムの各構成要素は，イベントに対し

て以下に示す(1)~(3)の順序にしたがって処理を実

行する． 
(1)収集エージェントが，監視対象の業務システ

ムからイベントを収集し，収集イベントキューへ

送信する． 
(2)収集されたイベントに対して，分析機能がビ

ジネスプロセスモデルを元にビジネスプロセスイ

ンスタンスを構築し，ビジネスアクティビティデ

ータベースへ格納する． 
(3)通知機能が，ビジネスプロセスインスタンス

情報を元に業務分析を行い，分析結果をクライア

ントへメールで通知，あるいはブラウザ画面に表

示する．業務分析とは，例えば，注文受注率や受

注累積件数といった業務状況の統計情報，あるい

は現在処理中のタスクの完了期限を算出すること

などを指す． 
2.2. BAM システムの課題 

2.1節で示したとおり，従来の BAM システムは，監視

対象システムが分析に必要なビジネスプロセス情報を

含んだイベントを生成することを前提としていた．このた

め，ビジネスプロセス情報を含まないイベントを生成する

業務システムにおいては，イベントとビジネスプロセスモ

デルの関係を把握できないため，BAM システムを適用

することができないという課題がある． 
3. 業務情報補完方式 
本章では，2.2節であげた BAM システムの課題を

解決する方法として，BAM システムが収集したイ

ベントに対して，ビジネスプロセス情報を補完す

る方式を記載する．なお，本稿では，ビジネスプ

ロセス情報を含んだイベントを正規イベント，含

まないイベントを非正規イベントと定義する． 
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3.1. 業務情報補完方式の概要 
業務情報補完方式は，非正規イベントに不足し

たビジネスプロセス情報を正規イベントから抽出

し，補完する手法である．補完を行うためには，

同じ業務(プロセス)の非正規イベントと正規イベン

トの対応付けを行う必要がある．図３に本方式で用

いる補完データ抽出マップを示す．補完データ抽

出マップでは，正規イベント中の情報と非正規イ

ベント中の情報を比較する条件を設定する．条件

に合ったイベント同士を同じ業務(プロセス)上のイ

ベントであると判断し，ビジネスプロセス情報の

抽出，補完を行う． 

 
図３ 補完データ抽出マップの概念図 

 
3.2. 業務情報補完方式の構成・動作 

 
図 4 提案する BAM システムの構成(抜粋) 

本方式の構成は，図 1において収集イベントキ

ューと分析機能間に新たに図 4で示すモジュール

を追加した構成となる． 
各構成要素は2.1節で述べた(1)と(2)の処理の間に

追加する，以下の(1a)~(1c)に順に従って処理を実

行する． 
(1a)収集したイベントに対し，イベント振分け機

能が正規イベントを正規イベントキューへ，非正

規イベントを要補完イベントキューへ分けて送る． 
(1b)要補完イベントキューにあるイベントに対し

て，補完データのうち条件にマッチしたビジネス

プロセス情報を付加し，そのイベントを正規イベ

ントキューへ送る((1c)の処理へ続く)．条件にマッ

チする補完データがなければ要補完イベントキュ

ーの最後尾へ送る(再度(1b)の処理を実行)． 
(1c)補完データ抽出マップを元に，正規イベント

から補完に必要なビジネスプロセス情報を抽出し，

補完データを作成する．抽出が完了したイベント

は(2)の処理へ続く． 
以上の処理により，監視対象システムの非正規

イベントに対して，他の正規イベントからビジネ

スプロセス情報を抽出し，補完を行う． 

「補完データ抽出マップ」の例を表１に示す．

補完データ抽出マップは，補完対象のイベントを

識別する情報，抽出元となるイベントを識別する

情報と補完に使用されるデータ項目からなる．抽

出元のイベントをタスク名やプロセス名などで識

別し，補完項目のデータと条件式の判定のための

データを保持する．その後，条件式にマッチした

イベントに対して補完データが付加される．条件

式は複数の条件を組み合わせて設定することが可

能であり，ユニークでないデータ項目に対しても，

イベント時間とユーザ名など条件を組み合わせる

ことでマッチングをとることが可能となる．補完

データ抽出マップの条件設定により正規イベント

と非正規イベントの対応をとり，ビジネスプロセ

ス情報の補完を行うのが本方式の特徴である． 
 

 
但し，補完データ抽出マップでイベントの関係を

特定できないような場合には，補完データを作成

できないため，本方式を適用することができない． 
4. 終わりに 
本稿では，従来の BAM システムにおいて，非正規

イベントを生成する業務システムを監視できないといっ

た課題を挙げ，これを解決する方法として業務情報補

完方式を示した． 
業務情報補完方式を実現する BAM システムの構

成・動作を示し，見かけ上関係のない情報同士を条件

式でマッチングすることにより，ビジネスプロセス情報を

自動で抽出・補完できる特徴を挙げた． 
本方式により，従来技術で監視できなかった業務シ

ステムを BAM システムの適用対象とすることが可能と

なった． 
今後は，本方式を実際にＢＡＭシステムに適用し，性

能・効果の検証を実施していく予定である． 
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表 1 補完データ抽出マップ 例 
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